
地方公共団体カーボンマネジメント強化事業 
枚方市の取り組み紹介 

枚方市 環境部 環境保全課  
 

齊藤 真也 

平成30年10月10日 

～輝きプラザきらら及び中央図書館ESCO事業～ 



～ 本日の内容 ～ 

１．枚方市について 
 
２．ESCO事業 
   「輝きプラザきらら及び中央図書館ESCO事業」の概要 
 
３． ESCO事業における補助金の活用について 
 
４．設備更新による温室効果ガス削減効果について 
 
５．枚方市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）との関係 
 
６．まとめ 
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１．枚方市について 

枚方市は、大阪府の北東部、淀川の
左岸に位置しています。 
京都府の八幡市や京田辺市、奈良県
の生駒市と接しており、大阪市内と
京都市内の真ん中に位置しています。 
また、平成２６年４月から中核市に
移行しています。 
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２．「輝きプラザきらら及び中央図書館ESCO事業」の概要 

（１）ESCO事業とは 

既存庁舎等を民間のノウハウ等で
省エネルギー化改修し、省エネル
ギー化による光熱水費の削減分で
改修工事に係る経費等を賄う事業 

①民間活力を利用した省エネ改修 
②CO2排出量削減による地球温暖化対策に有効 

＜メリット＞ 

出展：新・大阪ESCOアクションプラン 

省エネルギーの診断から改修工事、導入し
た設備やシステムの保守・運転管理に至る
まで、ESCO事業者が一括して携わること
により、省エネ効果が保証される。 

ESCO事業の契約方式には、省エネ改
修にかかる費用を、はじめにESCO事業
者が負担し、施設管理者が毎年、
ESCOサービス料を事業者に支払う「シェ
アード・セイビングス契約」とはじめに施設
管理者が改修費用を負担する「ギャラン
ティード・セイビングス計画」がある。 

3 



２．「輝きプラザきらら及び中央図書館ESCO事業」の概要 

（２）ESCO事業の実施施設 

【輝きプラザきらら】 
延床面積： 約9,860㎡ 
階   数： 地上8階／地下1階 
用   途：事務所、生涯学習情 
        報プラザ、貸室等 

【中央図書館】 
延床面積： 約9,440㎡ 
階   数：地上6階／地下1階 
 

4 



２．「輝きプラザきらら及び中央図書館ESCO事業」の概要 

（３）ESCO事業の契約方式と省エネルギー改修の内容について 

①契約方式 

ギャランティード・セイビング契約（自己資金型） 

②主な省エネルギー改修内容 

ESCO事業メニュー 輝きプラザきらら 中央図書館 

①熱源システム更新（All電化型） ５台 ３台 

②高効率パッケージエアコンの更新 ６台 １台 

③空調機インバーター装置導入 ９系統 ５系統 

④LED照明器具更新 １８５９台 １２９６台 

⑤太陽光（蓄電）システム導入 ２１．２ｋW ― 

⑥節水器具導入 １２系統 ８６系統 

⑦エネルギー、CO2見える化 EMS導入 EMS導入 
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２．「輝きプラザきらら及び中央図書館ESCO事業」の概要 

③本事業による経済効果 

事業費 経済効果等 

 
総額 285,012,000円 
 
  ＜平成29年度＞ 
    改修工事等サービス 
         268,920,000円 
 
  ＜平成30～34年度＞ 
    維持管理等サービス 
            16,092,000円 
      （3,218,400円／年×5年） 
 

 
補助金  100,337,000円 
 
 
年間の光熱水費削減効果 
    約15,000,000円／年 
 
 
 
 

6 



３．ESCO事業における補助金の活用について 

（１）地方公共団体カーボン・マネジメント強化事業（第２号事業） 環境省補助金 

①補助事業の概要 

 第2号事業は、地方公共団体が保有する施設の省エネルギー化を促進し、温
室効果ガス削減目標の達成に貢献し、低炭素社会の実現に資することを目的と
した事業で、地球温暖化対策の推進に関する法律第21条第1項の規定に基づ
く地方公共団体実行計画、本市では、「枚方市地球温暖化対策実行計画」の 
事務事業編に基づく省エネ設備等導入支援事業。 
 なお、本事業では、小中学校や下水道施設などは対象外。 

補助率は省エネ対象工事、機器の１/２  

②補助率 

③申請等に係るスケジュール 

【平成29年5月】 ・・・・・・ 環境省 補助金応募申請 
【平成29年6月】・・・・・・・ 採択通知 
【平成29年7月】・・・・・・・ 補助金交付申請 （8月交付決定） 
【平成29年9月】 ・・・・・・ 契約 
【平成29年10月】・・・・・・ 工事着手 
【平成30年1月】・・・・・・・ 工事完了 
 

    以降平成30年度から34年度までの５年間は維持管理等サービス期間 
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３．ESCO事業における補助金の活用について 

（２）本市事業における補助対象メニュー 

ESCO事業メニュー 輝きプラザきらら 中央図書館 補助対象 

①熱源システム更新（All電化型） ５台 ３台 ○ 

②高効率パッケージエアコンの更新 ６台 １台 ○ 

③空調機インバーター装置導入 ９系統 ５系統 ○ 

④LED照明器具更新 １８５９台 １２９６台 ○ 

⑤太陽光（蓄電）システム導入 ２１．２ｋW ― × 

⑥節水器具導入 １２系統 ８６系統 × 

⑦エネルギー、CO2見える化 EMS導入 EMS導入 ○ 
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４．機器更新による温室効果ガス削減効果について 

（１）導入した省エネルギー機器等の概要・・・・①熱源システムの更新 

ガス式吸収式冷温水機 電気式空冷ヒートポンプチラー 

更新 

COP = 0.6～0.9程度 COP = 5.0～6.3程度 

 吸収式冷温水機《ガス利用》から 
 空冷ヒートポンプチラー《電気利用》への更新 

電気式空冷ヒートポンプチラー東芝製 の導入（セントラル方式） 

ＣＯＰ：消費電力1kw当たりの冷暖房能力（kw）を表したもので、この値が大きいほど運転効率が高い。 

冷却塔 
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４．機器更新による温室効果ガス削減効果について 

（１）導入した省エネルギー機器等の概要・・・・②高効率パッケージエアコンの導入 

最新式 
 高効率 
  エアコンへの更新 
５系統 

１系統 
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４．機器更新による温室効果ガス削減効果について 

（１）導入した省エネルギー機器等の概要・・・・③空調機インバーター装置導入 

最新式 
   インバータ装置導入  

     

(空調機16系統、ファンモーター27台) 

 
 

９系統 

５系統 
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４．機器更新による温室効果ガス削減効果について 

（１）導入した省エネルギー機器等の概要・・・・④LED照明器具更新 

LEDライト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         
 

 
    

従来の蛍光灯照明器具 

明るさが選べる、色が選べる多彩なＬＥＤバー 

【更新台数】 
 
輝きプラザきらら   １，８１０台 
中央図書館     １，２３１台 
 
合計         ３，０４１台 
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４．機器更新による温室効果ガス削減効果について 

（１）導入した省エネルギー機器等の概要・・・・⑤太陽光＋蓄電池システム導入 

■ 輝きプラザきららの屋上へ 太陽光パネルを設置する 
   太陽電池モジュール265W 80枚配置 
   265W×80枚＝21.2kW 傾斜角：5度    

6400 6400 6400 6400 6400 9600 6400 9600 
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■ 太陽電池モジュール用架台 
   （参考図） 傾斜角度5度 
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関西電力 

ＰＡＳ 

電灯盤 

■ 蓄電池盤（IPCS-LIB-X100） 

  定格入出力：10ｋＷ／蓄電池30kWh 
 

■データ 
  計測装置 

輝きプラザきらら 

動力盤 

ELCB 
100AF/ 
100AT 
逆接続型 

VCB 

非常用 
コンセント盤 

接続箱 
5回路 

RPR 

TRD 

OVGR 

ELCB 
100AF/ 
100AT 
逆接続型 

■モニタ 
  42インチ 
  壁掛け 

<R階> 

<R階> 

<B1階> 

<B1階> 

<1階> 

<1階> 
非常時 

非常時対応可能 

■ 太陽電池モジュール 
  合計：265W×80枚＝21.2kW 

４．機器更新による温室効果ガス削減効果について 
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４．機器更新による温室効果ガス削減効果について 

（１）導入した省エネルギー機器等の概要・・・・⑥節水器具の設置 
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４．機器更新による温室効果ガス削減効果について 

（１）導入した省エネルギー機器等の概要・・・・⑦エネルギー、CO2の見える化 

遠隔でも確認ができ 
情報の共有が可能 

クラウド型BEMSの導入・特徴 

エネルギー見える化サービス 

ESCO導入設備のエネルギー使用状況や節電効果、CO2削減が簡単に確認でき 

     見える化・省エネルギーへの意識の向上が見込めます 

職員様個々 
のPCでいつでも
確認可能です 
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４．機器更新による温室効果ガス削減効果について 

（２）温室効果ガス削減効果 
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５．枚方市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）との関係 

（１）補助条件と「事務事業編」との関係 

①国の地球温暖化対策計画に位置づけられた目標との整合 

  
 国の計画における削減目標達成に向けた2030年度の部門別の削減見込みでは、市から

のエネルギー起源の温室効果ガス排出が大半を占める「業務その他部門」は、2013年度

比で約40％の削減、「その他部門」のうち非エネルギー起源の温室効果ガスについては

6.7％の削減を想定しています。 

 国の「地球温暖化対策

計画」等と整合を図りつ

つ、本市の温室効果ガス

の排出実態等を踏まえ、

本市の事務及び事業に伴

う温室効果ガスの排出削

減目標を定めました。 

2030年度 

国の排出量のめやす 

2030年度 

枚方市の排出量のめやす 

1,408

1,215

1,043

2013

実績

2022年度

目安

2030年度

目安

産業

家庭

業務

運輸

エネ転

その他

（百万t-CO2）

-6.5%

-39.3%

-39.8%

-27.6%

-27.7%

-11.9%

-26.0%

-3.5%

-20.8%

-21.1%

-14.6%

-14.7%

-6.3%

-13.7%
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５．枚方市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）との関係 

（１）補助条件と「事務事業編」との関係 

【短期目標】 
 2022（平成34）年度（本計画の最終年度） 

温室効果ガス総排出量を2013（平成25）年度比で14％以上削減 

【中期目標】 
 2030（平成42）年度（国の中期目標年度） 

温室効果ガス総排出量を2013（平成25）年度比で27％以上削減 
 

※次のスライドで示す個別目標の積み上げにより設定 
 

【参考】国の削減目標に合わせた場合の市の削減目標 

 削減目標を国の目標に

合わせて試算した場合、

2030年度は、25.7％の

削減となり、本計画で設定

した目標数値27％以上削

減のほうが目標が高く設定

されています。 

部門 
目標年度 
（基準年度） 

国の目標に 
合わせた削減量 合計削減率 

市
の
目
標 

エネルギー 
起源 2030 

（2013） 

40% 
(18,432t-CO2) 25.7% 

(20,766t-CO2) 非エネルギー 
起源 

6.7% 
(2,334t-CO2) 

【事務事業編の温室効果ガス削減目標】 
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５．枚方市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）との関係 

（１）補助条件と「事務事業編」との関係 

 省エネ法では、中長期的にみて年平均１％以上のエネルギー消費原単位を低減すること

が求められており、大阪府温暖化の防止等に関する条例では、温室効果ガスの排出削減目

標を３年で３％以上削減することが目安とされています。これらを踏まえ目標を設定しま

した。 

 

個別目標の積み上げにより設定 

①エネルギー起源 

年度目標 温室効果ガス排出量 エネルギー消費原単位 

2022年度（本計画最終年度） 19.8％削減※ 9.0％削減 

2030年度（国の中期目標年度） 35.6％削減 17％削減 

②非エネルギー起源 

 非エネルギー起源については枚方

市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画

に定めるごみ焼却量の削減目標等に

基づき、2022年度は基準年度比で

7.5%削減、2030年度は15％削減

とします。 

年度目標 温室効果ガス排出量 

2022年度 
（本計画最終年度） 

7.5％削減 

2030年度 
（国の中期目標年度） 

15％削減 

【個別目標】 
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５．枚方市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）との関係 

（１）補助条件と「事務事業編」との関係 

②「事務事業編」への補助対象事業の位置づけ 

基本方針１ 「省エネルギー設備等の導入の推進」 

主な取り組み 

環境配慮の 
推進 

○新たに公共施設を整備する際は、設計段階から環境配慮を行い、建築
物の断熱化や省エネルギー設備等を導入 

○既存の公共施設の設備・機器については、「枚方市市有建築物保全計
画」などに基づき計画的に改修等を進め、省エネルギー設備等を導入 

○ESCO事業の活用等により、省エネルギー設備等の導入を推進 

設備・機器の 
導入の推進 

○公共施設の照明については、LED照明や高効率照明、人感センサー等
を導入 

○高効率空調設備等の導入推進。 

エネルギー 
管理の推進 

○BEMSやデマンド監視システムの導入 
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５．枚方市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）との関係 

（１）補助条件と「事務事業編」との関係 

②「事務事業編」への補助対象事業の位置づけ 

基本方針３ 「再生可能エネルギーの導入の推進」 

主な取り組み 

太陽光発電システム
の導入の推進 

○新設の公共施設に原則として太陽光発電システムを導入 
○既存の公共施設は、耐震性等を踏まえ、太陽光発電システム
の導入を検討 

未利用エネルギーの 
活用の推進 

○公共施設にて未利用エネルギーの活用を推進 
○新設する公共施設においては、排熱や温度差エネルギー等の
未利用エネルギーの活用を検討 
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６．まとめ 

①庁内関係部署との連携 

「市の施設の新設や改修の計画に関する情報」と「国や府の補助等に関す

る情報」をそれぞれ収集し、施設整備に有利になる情報をうまく提供する

ことで、施設の改修時に、省エネ改修などを促すことが重要。 

環境部局からの発信で、予定されていない新たな施設の省エネ改修を実施する
ことはかなり難しい。 

また、枚方市では、「事務事業編」や「区域施策編」に「新設の公共施設

に原則として太陽光発電システムを導入」と位置づけ、関係課でこのこと

を共有している。このため、施設整備部局は、施設を新設する際は必ず、

太陽光発電設備が導入可能か検討を行っている。こうした市としての方針

に位置づけることが重要。 
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ご清聴有難うございました。 
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